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☆作業日あれこれ
梅雨真っ最中の作業日、この日だけが晴れで

す。雨ならば正々堂々と午後の時間をﾉﾐﾆｭｹｰｼｮ
ﾝで過ごせるのですが、少々後ろめたく感じる
意地悪な天気でした。と言っても午前中は作業
ですから、やはり気持ちよく作業ができる晴れ
にこしたことはありません。

この日は御一行様での新人の参加が多いよう
でしたので、観察会の前に作業の進め方、お約
束事項を皆様に説明させていただきました。引
き続いて観察会は三平ﾓﾄﾞｷが担当です。ﾊﾘﾖ池
から流れ出る水路に今が盛りと咲いているﾊﾞｲｶ

。ﾓ(梅花藻)の花を愛でることからｽﾀｰﾄしました
この花は8年前に能登川垣見地区の水路から分
けて頂いた物です。流速のある所にしか生育せ
ず、止水域のﾊﾘﾖ池では定着してくれません。
水路に咲く同じような花に帰化植物のｵｵｶﾅﾀﾞﾓ
があり、間違われることがあるのですが、花弁
の数が3枚であることや汚れた水にも育つこと
で見分けられます(梅花藻は清流に生育、ｳﾒの
花に例えられるわけですから花弁は5枚です)。

次は草原広場に移動 この季節に目立つｱﾒｰﾊﾞ、
の親分のような不思議な生物の観察です。正体
はｲｼｸﾗｹﾞ、藍藻(ﾗﾝｿｳ)類で光合成を行う細菌の
仲間(真性細菌)です。三平ﾓﾄﾞｷは丁寧に洗い湯
通し、最後は三杯酢に浸けて、皆様に試食を勧
めました。本体その物はｺﾘｺﾘとした食感だけで
すが、三杯酢に漬けたのには「いける！」の声
と「今まで見向きもせんかったけど、今度、食
ってみるわ！」の声が上がりました。(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
には滋賀県北部地方では姉川ｸﾗｹﾞと呼び、味噌
汁の具や酢の物にして食べるとあります。) 次
はその口直しではないのでしょうが、松葉ｻｲﾀﾞ
ｰの試飲です。ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙに砂糖水と松葉を入れ
日向に数日間おいたそれは、炭酸がﾁｮｯﾋﾟﾘ利い
た松葉の香りが強いｼﾞﾝﾓﾄﾞｷ･ｻｲﾀﾞｰです。松葉
に付いている天然酵母が砂糖水をｱﾙｺｰﾙ発酵さ
せ、生じた炭酸がとけ込んでいるのです。くれ
ぐれも酵母を追加して発酵を進行させ過ぎたり

ナラ枯れで赤く染まる森・箕作山を五個荘から望む

しないようにとの注意がありました。試食の最
後は咲き始めたﾔﾌﾞｶﾝｿﾞｳの花のｻﾗﾀﾞです。暑苦
しいﾔﾌﾞｶﾝｿﾞｳの濃い橙色の花も、裂いて皿に盛
り付けﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞをかけるとｻﾗﾀﾞの彩りとして、
これまたいけそうです。

観察会の最後は今年も発生したｼﾛﾃﾝﾏ(白天
麻)です。この森では、ｵﾆﾉﾔｶﾞﾗと比べて背が低
く花の数も少なく咲く時期も異なるｼﾛﾃﾝﾏが同
じ種かどうかを話題にしていますが、最新の環
境省絶滅危惧種一覧では、和名ｼﾛﾃﾝﾏが「絶滅
危惧Ⅰ 類( ) ごく近い将来における絶滅A CR
の危険性が極めて高い種」として登録されてい
ることがわかりました。ｵﾆﾉﾔｶﾞﾗではなく敢え
てｼﾛﾃﾝﾏの和名で登録されている事実は、ｼﾛﾃﾝﾏ
は別種と判断されたのではと想像しています。
詳しい情報が待たれるところです。

この日の作業は午前中だけです
から、集中してやってください、
でも熱中症を防ぐために、作業ﾘｰ
ﾀﾞｰも休憩を入れますが、各自も
注意してくださいとの呼びかけが
まず参加者にされ、いつもの通り
作業ﾒﾆｭｰの説明に入りました。刈
払機部隊は、屋外ﾄｲﾚの南側の林
床のｻｻ刈りですが、今回はｵｵﾊﾞｷﾞ
ﾎﾞｳｼやｵﾆﾕﾘを刈り残すように指示
が出ていました。亀仙人殿は、刈
払機の刃が全て新品になったのは
良いが、ﾁｯﾌﾟが飛びやすいと草刈
ﾌﾟﾛとしてのご意見を申しておら
れました。生き残ったﾀｹの根から
発生しているﾀｹの除去は、正門付近から移動し

。 、つつ木鎌で刈り取りです ﾘｰﾀﾞｰの岸本君より
長刀ﾓﾄﾞｷでは地面よりある程度高い部分で刈ら
れ易く残された部分から新たに葉が出て二度手
間になるので、ｷｯﾁﾘと根本から木鎌で竹の稈を
手で掴んで切ろうと提案がされたからです。竹
林では新しく出た細いﾀｹの駆除、子ども達を引
き連れた三平ﾓﾄﾞｷはﾅﾗ枯れ対策を今月もやって
いました。

7月のお昼は、定番の焼き焼きﾊﾟｰﾃｨです。顔
出しされた市長に気兼ねされながらも、13年目
に突入した活動の安全と継続を祈念して大先生
の発声で乾杯です。いつもこの日は曖昧になっ
ているﾐｰﾃｨﾝｸﾞも終えた後、飲み助共はﾜｲﾜｲと
延長戦に突入、子ども達は3ヶ月かかって自分
たちで考えた「森の双六ｹﾞｰﾑ」に夢中と、それ
ぞれに皆さん楽しい活動日になったようです。

シロテンマ

８月25日(水曜日)週日活動 森の居酒屋は8月11日 午後7時頃～

9時～(遅刻可)8月14日(第2土曜日)
主 催 者 ： 遊 林 会

連絡先：滋賀県東近江市 河辺いきものの森 Tel 0748-20-5211 当日連絡先：携帯(丸橋)090-3352-3163

Ｅメールでも、ご意見をお待ちしています。E-mail：ikimono@e-omi.ne.jp



梅雨明けの第4水曜日は連日の猛暑の中でも
まだ比較的過ごしやすい日でした。とは言え、
動くとすぐに汗が噴き出します。この日は13人
が参加、日陰でできる作業ということで野鳥観
察壁周辺でｻｻ機械刈りと手刈りを行いました。
この区域は秋にﾄﾞﾝｸﾞﾘがたくさん落ち、子ども
たちにﾄﾞﾝｸﾞﾘ拾いを楽しんでもらうために草丈
をおさえる必要があり、頻繁に草刈りをする必
要があります。今回は草刈り機3台、手刈り2人
でとことんｻｻを刈りました。昨年、この区域の
近辺では草刈り中に薮から出てきたﾊﾁに襲われ
た人が複数いて病院へお送りしましたが、その
うちの一人大先生こと西村先生はそれ以来警戒
しており、今回も昨年の痛い目を見た場所には
近づかないようにされていました。幸い、今回
はﾊﾁのﾊの字も見あたらないほどでした。

昼食は相変わらず豪華で、ﾅｽとﾆｼﾝの炊いた
んに豚冷しゃぶ、黒豆の枝豆、他にもｶﾎﾞﾁｬ、ﾄ
ﾏﾄ、ｷｭｳﾘ、豆腐そしてお手製の紅茶＆ｺｰﾋｰｾﾞﾘｰ
とﾌﾙｺｰｽでした。7月と8月は午後からの作業は
お休み。やることをしっかりやって、しっかり
食べた作業日でした。この日、夕方には梅雨明
けした7月17日以来まったく降っていなかった
雨が久しぶりに降り、すっかりｶﾗｶﾗになってし
まっていた森にはまさに恵みの雨でした。

☆７月の木ままクラブ
気軽に気ままに木曜日に活動する木ままｸﾗﾌﾞ。
7月は3回の活動を行いました。

人 明るい林にしていく区域で、ｱﾗｶｼ7/1 5
、 。を 本伐採し その後ﾁｯﾊﾟ作業を行いました3

人 ﾄﾞﾝｸﾞﾘ広場で林床に密生していた7/15 6
ｻｻの機械刈りおよび手刈りを行いました。

人 野鳥観察壁の奥のｶｽﾐｻﾞｸﾗ大木の7/22 6
近辺で、ｻｻやｱｵｷ等の機械刈りを行いました。
この区域には残したいｼﾗｷの実生が多いため、
一部は丁寧に手刈りを行いました。暑かった！
8月は5日、19日が活動日です。

☆河辺いきものの森ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ情報
毎年、この時期は夏休み中の数々のｲﾍﾞﾝﾄ準

備や8月に行う「やまの子ｷｬﾝﾌﾟ」の準備で大忙
しです。今年は梅雨明け以降激しい猛暑が続き
ましたが、例年通りｽﾀｯﾌﾙｰﾑには冷房を入れて
いません。子どもたちがｸｲｽﾞﾗﾘｰで元気に森を
歩いているのに、ｽﾀｯﾌが涼しい部屋でぬくぬく
と（いや、冷や冷やと）しているわけにはいか
ないからです。もちろん、涼しい部屋と暑い外
を頻繁に出入りすることがｽﾀｯﾌの身体に良くな
かろうとの優しい？思いもあってのことです。
おまけに子どもたちには「森に来る時は長袖長
ｽﾞﾎﾞﾝでおいで」と言っているので、ｽﾀｯﾌも当
然長袖長ｽﾞﾎﾞﾝで勤務しています。もう暑いの
なんの！ですが、結構慣れるもので、みんな元

気に勤務していますよ！

☆森のﾅﾗ枯れの状況は…
2006年12月にこの森で初めてﾅﾗ枯れによって

枯れたｺﾅﾗが確認されました。以後、遊林会は
河辺いきものの森のｼﾝﾎﾞﾙとも言えるﾄﾞﾝｸﾞﾘの
木を枯らせるﾅﾗ枯れに対処するため、月2回の
活動からほぼ毎週活動する体制になりました。

2007年以降、老齢林となった落葉広葉樹林を
伐採し、その切り株から生えてくるひこばえを
育てて若い林を作る「萌芽更新」の区域を増や
すことや、ﾅﾗ枯れの原因であるｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼが
増殖しないように木にｼｰﾄを巻いたり虫が開け
た穴に爪楊枝を刺すなどの方法で、この地域の
他の里山に比べると河辺いきものの森でのﾅﾗ枯
れによる被害は格段に少なくなり、15 の森ha
でﾅﾗ枯れによって枯れる木は毎年数本単位で留
まっていました。しかし今年は、既にｺﾅﾗが10
本、ｱﾗｶｼが5本枯れています。ｱﾀｯｸを受けてい
る木もまだたくさんあます。今年は東近江の山
々、安土・能登川・五個荘付近の山がとても激
しく枯れてもり、今年の大雨が降ったあとの日
照りでいっせいに虫が木にｱﾀｯｸし、水不足で枯
れたものと思われます。森もこれまでと違った
対応をせまられており、これからﾅﾗ枯れ対策班
は忙しくなります。ご協力のほう、よろしくお
願いします。

☆「森の地蔵盆」応援求む
8月第4水曜日（遊林会活動日）も作業は午前

中のみですが、夕方17時からは夏休みｲﾍﾞﾝﾄの
「 」 。中でも一番人気の 森の地蔵盆 を実施します

前半は子どもたちにｺﾏまわしを教えたり、屋台
の射的ならぬ「ﾄﾞﾝｸﾞﾘ鉄砲」的当てなど、楽し
く遊びます。そして後半に差しかかる頃には、
森はすっかり真っ暗です。子どもたちが持参し

、 。た懐中電灯は没収し 渡すのはﾛｳｿｸの提灯のみ
そんな状況で最後にやるものと言えば…お楽し
みに。今年は50人の定員に対し、現在ｷｬﾝｾﾙ待
ちが40人もいるという超人気ｲﾍﾞﾝﾄです。手伝
ってやろうという方、応援をお願いします（事
前にご連絡ください 。）

☆8月の作業は午前のみ
8月の第2土曜日は14日、世間ではお盆真っ最

中ですが、遊林会の活動は通常通り行います。
8月も作業は午前中のみ、午後からはお休みで
す。みなさんと親交を深めるも良し、子どもに
戻って夏の森を散策してみるも良し…です。

容器やコップは数に限りがあります。食器の
持参をお願いします！

世話役 武藤精蔵 0748 20 5211発行者：滋賀県東近江市建部北町 河辺いきものの森ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰ内 遊林会 Tel - -
. . ”遊林会”あるいは ”里山保全活動”で検索 あなたの思いを伝言板へURL:http://www yurinkai org/ or 、


